r 



jT e^ANVO^ 


seP rreMB^ 


<e^u 


i 






■IS*' 




bY- 松山音 b - 













ツシマヤマネコ写真展 











1991 • 9 •丨〈月丨回発行) 


月刊_えくてびあん立 JII と語ろう•立 J II に生きよう 


通巻86卷 



『公 頁の 会』 を 




育ててくださ t 


この r 立川 j という街が、住ん 
でいる人や、働いている人のもの 
であってみれば、もっと街を知り 
たい、もっと街の人たちを知りた 
い。あなたが「立川には、こんな 
人がいるんです j と R りをもって 
云えるような、そんな街になって 
くれたら。の会.，が育てば立 
川はもっと面白い街になります。 


みなさまの暮らしや 
ニーズに 含わせて、 
蠕広いサービスに 
つとめています。 


ィ心ク 

’ " r 多•中败 ， M 

本 J * Tl » il ! lW »» 12 - 8-28 
〇 ( 04 «) 26 - III ) ( ft ) 


多摩最大の店舗網 


マ： 



如苑たより 


表紙は語る 


9 月 W 日 6 時 30 分 
文化座公演 

異説津輊 
あいや節 

t - V - …民会 K 火ホール 
問合せ * ? 6 - 1311 


この#の「多*総合 
芙 W 嫉 J の人 is 作品の 
なかでも、一陬さわや 
かなィメ I ジを与えて 
いたこの作品。「絵を 
ts くことは小さい m か 
ら«きでしたけど、し 
ばらく中 » r してまして 
ここ7〜30年でしょう 
かね，本.味でや〇はじめたのは」 
と、日限®家を任じている松山さ 
ん US りはじめた。「アクリル_は， 
私たちのょう<:忙しい中に時 IH 1 を 
到いて描いている#に t つては、 
fe きが V - いのでとても便利ですし、 
油^のものも、あるいはマット！5 
にも' 水彩風にもできるという^ 
で私はすつかり^にいつてこのと 
ころアクリルばかりですね」 

『 R の会“に属している-〇::はフ 
ランス甜の^ユ<芸術、荚術}に 
ら通じるという。 

松 III さんは10年はど前にバリ留 
学の綷驄がある。たまたま友人が 
ミルウオ—キ—の大学構内で f & つ 
たキヤフエのナラス桩景に触宛さ 
れて、松山さんの裡なるカフェの 
思いが作品を{元成させた。 


はネコジャラシ、幼^がこの班で 

子描をじやら I て进んでいた風 * 

をつい 3t 日 a か (t た•夕ぐれの逆 

光に光るムラサキやキンエノ n 口 

は川原の風物詩で苑事である。 

{鈴木功) 


ミス立川に 
葛西光枝さんが栄冠 

8月 3 H * 
ぅたるよぅな 
癸さのなかだ 
つたが、今年 
は冷房のきい 
た屋内での进 
考。立川 ^ ft 
甲、わ F の会場 



には * はちきれる程の入、人 • 
その屮を 47 名のミスたちが次々 [:• 
登場してくる。 

まず 10 名に絞られて•その中か 
ら 3 名が遘ばれた。準ミスに U 切 
綹久絵さん < 写 « 左 ) と須岣 S 織 
さん ( 右 r そ I て栄光の " -I ミス立 
川」には * tt 西光忮さんの上に铎 
いた。葛西さんはド旬に ft な 
われる「ミス朿京」大会に瞄むこ 
とになる。 


立川•^^矽^忍 


この夏もロック 

フェスティバル盛大 

ロック•スピリットをこの立川 
に • と！！い * <T ている「フライン 
グ • スヵィ」が今 %- も rfl-B : 会館で 
熱い D ックを歌いまくつてフアン 
を堪能させた <8 月 4 日 P 
当 R はォユンナをモンゴルから 
迎ぇ * また立川とゆかり深い rK 


立川クイズ ■ 

いょいょ实りの秋です。立川で 
も典業が«んな砂川辺りを歩きま 
す t 、 とり入れの時を待つ ff 菜や 
果物たちがいつばい • 何とも©か 
な気分になる眺めです。でも、そ 
の昔の砂川は / r 面の荒涼たる原野 
だ〇たとか*そこに锹が入れられ 
新田として開かれていつたワケで 
すが、では、それは次のどの時代 


だつたでしょぅか。 

0 W 町時代中頃②江戶時代初め頃 
③江戸時代末頃 
【8月号の答】❿ 
iR 訪神社が伝州： iK 訪大社から勧 
fij $ されたのは 1 P 安時代の初め頃、 
八 I 一年 t 伝えられています。そ 
の後、たびたび火災にあい/%&の 
社殴は a : 戸時代に再逆されたもの 
ですが、本殿二六七〇年述築) 
は現在 rH 内にある木造建*として 
は*も占い部®のものです。 


铱癸つづきの*;でしたが 
そんな中に t •朝夕ふと頰 
をなでる ML がつめたかつた 
,LT 、李®のぅつろいを 
« じます-真如苑の境内に 
も小さな秋が生れようとし 
ているところです。お出掛 
けください • 




如太鼓 j 
かせて、名実 
ともに「友情 
出演 j に患 i 
n 金場は热试 
に « ちていた。 

また 3 日に 

は，アマチ 1 ァバンドによる妓演 
で沸き、「立川まつり」の！琛とし 
て地元密 « 型の祭典に成長した ” 


■ H 時 


9月12日米 
午後 2 時〜 4 時 


■ 砷本移， JI 如 1 r 物館をはじめと 
して映两など盛りだくさんの用意 
が L てございます。 

■ 立川市民 <.* 人 )1 :限らせて頂き 

ます ^- if %4 : ^-^5 

“ i — 
あん • コンパ f .,. 一 
ニオン」 { 本法 X 一 
を手渡してく ^ ••- 


れた人 } 



# 

謇 

八月のある » い 0 : 、 rvr •川民俗 
の会」の方々に笠取 III へ連れてい 
ってもら〇た。笠取 111 は多摩川の 
水源がある山として知られ * 本 ^ 
でも第 25 兮 < 昭和 61 年 81!:: 兮 1 多 
1¢ 川を通る」 } で取材している。 
だが • 今回はその時とは別の愉 L 
みがたくさんあった ♦ 登山道の胳 
に「思止」の杭を fla めると、 , ?-速 
にひとりの人が，昔はここまでは 
馬で登つてきたということでしょ 
うねえ • t 云ったのがキッヵヶで 
次から次へと疑問が提出されてく 
る e 別に民俗の実地検分に米てい 
るわけではないが「民俗の会」の 
方々はあふれる fi の疑問に iM ちて 
いる。ふりかえつてみると、私た 
ち「街の生活者」は疑問をもつと 
いラことがめつきりなくなつて L 
まった。街を行く人は 『 W で t 知 
つている」といラ顧つきをしてい 
る ♦ 唏には耳 1: していたが•鈴木 
功さんの苧花にたいする W % ぶり 
に ti た S を卷いてしまつた。あ 
れがヤナギラン，これがキバナヤ 
マオダマキ、ほらクガィゾゥ、シ 
そッヶ、なんだか•友だちか親額 
の人の名柄を呼んでいるょうで、 

や*やあとい•フ再会の S びがこち 
らにも伝わつてくる*单に草佗の 
名前を知つてい6というだけでは 
ない"名前は親しい ffi に覚えてゆ 
く**両親や奥さんの名を失念する 
人 U おるまい*恋人の名をわすれ 
たら，明：0はお別れである令»:山 
中、アサギマダラという奇 H な蝶 
に出会つた令風立ちて月光の坂 
えくてびあん 

ti f t f t ti 
(鱷龜；小|||知子神山濟+«川19山田9予 

中 fl 給 fi 半沢 H « L 明 ffiw . 予 _«!! 木子 

臭〉天” a 9 l 板«【明-*-〇田*.« 

f0 
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奸华の奴^会などでよく耳にす 

るこ t であるが「改めて兄ると" 

なるはど^僻な花がたくさんある 

ものだ … 」とおおかたの入は H う。 


本^の「ある文化交淹会からし 
でのレポートにみるように，ツシ 
マヤマネ n という絶滅寸萌と云わ 
れてきた野生動物を十年 fw もレン 
ズで ib ってきた久田雅夫氏(栄町 
5 TB ) の成*と努力に対して、 

久 m 氏を M む逛いをもつことが出 
来た <7 A 21 日*於メヌエットサ 

ロン0 

発起人に五卜麻栄治氏，岩崎孟 
司氏、小林 i 米 K 、佐曝多持氏、 
渰水定 K 、 须崎昭平氏、鈴木功氏， 
砂川 nz 平氏、み沢正光氏，津戸莢 
守氏，林みち7*氏、三£«占氏、 

村田*子氏*以±.13氏のそうそう 
たる顔ぶれ。久田氏も挨拶のなか 
で「今夕' お越しの方々 U 発起人 
の先生方の III 力で Ife まられたも 
の j t 述べられている- 

それにしても、会塌をうめた多 
士済済。文化人、芸術家、教宵各、 
深境問粗に取組む入々** 


この集いの準備中から、すでに 
1 W 切りのパーテイーではあまり 
に惜しい、この立川にはこれから 



日頃つい H . 逃して L まぅ好牟た 

ち•花や*の特徴、名 Hii の III 米や 

人々とのかかわりあいなど、おつ 

きあいすればするはど一段と興味 

のわく世界である U 今 r » I はもぅ| 

度多摩川の河川数を敗%してみた 

い。八月木から九月にかけての河 

川 IJCli : 佗を吹かせたり実をつけた 

りする野苹が大变自につく。この 

時 W 、 マメ科の植物ではヤハズ y 



全国規模で活躍する人、あるいは 
国際舞台!:雎り出る人がきつと辇 
出されるはず•そういう未来を担 
う人々を _ まし_まされる集いが 
欲しいという声があがつていた❶ 

立川商 X 会逋所をはじめとして 
多くの闭沐、企*，個人からお力 
添ぇを頂いて 1 頌の会 J が兑足。 
「字源」 < 角 ;|| 畲店 > にょれば『琅」 
とは、 —— ほめる、ほむ、たたへ 
る、其の功 te の実を称へるとある。 

r 愛しき野生を*でる仝 j では便 
立上、4細^部が事務筒を tfl 当さ 
せて頂いてきたが、今後の1頌の 
会 j については広く立川人の«同 
のなかで宵まれてゆくものとなつ 
てまいります。読者諸氏の iKtt な 
英知にょつて、芽ばぇょうと I て 
いる『翊の会 j を*派な幹をもつ 
大木に宵てていただけたらと切望 
してやみません。『域の令 j を育 
ててください。 

• この件 1 :閱するお問合せは現在 

のところ，「えくてび * ん編案 T, 

mJ です。 


ゥやメドハギ•ネコハギなどが川 

原を美しく彩る * ヤハズ V ゥは淡 

紅色の小さな蝶形花をつけ、*を 

指先でつまんで引っぱると矢苦状 

に切れるのでその名がある*•メド 

ハギは目 fe 萩の意味で「筮{メド 

キご萩が S 略されたもの，草を t 

つて占の? E 竹の ft 用品と L て使っ 

たと a ぅ■このほかカワラケツメ 

ィやヤブマメ • タズ、 3 マツナギ 

などマメ科の « 物が n* つ•また 

この時期. a 逃せないのがィネ科 

のキンエノコロ * ムラサキエノ n 

口 * アキエ / np グサだ。エノ n 

ログサは犬の子草の意味でその梗 

が子犬の尾に似ているからで別名 


。 ^ 2 ^ 0 *链令本傘び馕 
Xv ^ cl 、 2n9r3 ^ 0-3 r 
令+»-与コ相、^〇.昀令茧 0 >^目 

4 ffn 暫 

2 r \ ovflMr 々 w 


co * CT»n ' 再華 o ' rw 被 X 
506 * ra > y 〃 rnrr ? •令. 1 / nllg 嫌 
SY > W . 1»、^^¥SYSS 

0 雒 S 靠潘 

?} 交 ® S 南 60 


t 合-： 
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漢字 I 字挿入せよ 

▼前車の覆るは 

車の戒め 

足を削りて 

•に適ぅ 
















































































謎のアルバム c キラリツと 
光る一校がある.壜 n た！と 
想った I シャッターが费い 6 
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N0.2 


■9 U 飛ぶ 


栗山正さん 
(» 士見町2 丁目> 
愛饯畸キヤノン 

ECSIOOO 










网野和*さん（柴^町1丁目》 
S 裱畴 a — ライ 35T 













